
日本精神衛生学会 2024 年度第 3 回研修会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修概要】 

近年の医療技術の進歩に伴い、医療的ケアを必要とする子どもが病院から家へ帰ることが増えて

います。障害を持って生まれた我が子を初めて家に迎える時、家族はどのような生活の変化や葛藤

を経験するでしょうか。子どもを受け入れ、新しい生活を作る道のりは平坦ではなく、医療・保健・福祉・

心理・保育・教育など多面的な支援が必要とされます。 

本研修では、家族支援専門看護師の児玉久仁子先生を講師に迎え、模擬事例を通して、障害を

持つ子どもの退院時に家族が直面する困難や、それぞれのニーズを知り、その支援のあり方を学びます。

また、家族の持つ不安を多角的に理解し、心理的なケアがどこに必要であるか、どのようにサポートをしたら良いか学びます。 

 

 

 

 

「障害を持って生まれた子どもが家に帰ってくる～家族が直面する困難と必要な支援～」 

研修申し込みはこちら 

(Peatix) 

日 時：2024 年 10 月 20 日(日)13：00～16：00 

場 所：Zoom(Web 開催) 

講 師：児玉久仁子(東海大学医学部看護学科/医療法人社団有隣会わかくさ病院 医療相談室) 

対 象 者：医療・保健・福祉・心理・保育・教育の専門職、公認心理師、親・子ども・家族への支援をしている方 

院生など 

※本研修会は、日本公認心理師協会 

「テーマ別研修」の登録申請中です。 

定 員：50 名 

参 加 費：学会員無料、非学会員 2,000 円 

学部生・院生( 非会員 )1,000 円 

申込方法：Peatix (下の QR コードをご利用ください)  

申込期限：10 月 13 日(日) 23 : 59 

 

講師紹介 

児玉久仁子(東海大学医学部看護学科/医療法人社団有隣会わかくさ病院 医療相談室) 

東京慈恵会医科大学医学部看護学科を卒業し、東海大学健康科学研究科看護学専攻にて家族支援専

門看護師資格を取得。病院や地域での看護師経験を通して、家族支援、在宅支援に取り組む。教員として学

生教育に従事した。2024 年より在宅療養支援病院である、わかくさ病院の医療相談室で臨床活動を行ってい

る。東海大学医学部看護学科にて、教育研究活動を実施している。 

 

【論文】 

児玉久仁子. 【家族看護～病児を抱える家族のセルフケア力を支援する～】 知っておきたい知識 家族シス

テム論で読み解く小児家族看護. 解説/特集. 小児看護. 2018;41(10):1238-1244. 

児玉久仁子. 【医療現場での家族・夫婦アプローチ】 家族・医療者間の相互作用に由来する問題をいかに

解決するか 看護師が"気になる家族"の分析. 解説/特集. 精神療法. 2014;40(5):688-695. 

 



【参加申込方法】 

•参加申込は、先着順で承ります。前ページの QR コードにより Peatix の案内ページにアクセスし、お申し込みください。  

参加費の納入には、クレジットカード、コンビニ、ATM、PayPaL/口座振替をご利用いただけます。 

※Peatix を初めて利用する方は、アカウント登録が必要です。 

※コンビニ、ATM 支払いの申込期限は 10 月 12 日(土)です。その他の支払い方法の申込期限は 10 月 13 日(日)23：

59 です。 

 

【研修証明書をご希望の方へ】 

•研修への参加が確認できた皆様に参加証明書を発行します。 

•日本公認心理師協会の「テーマ別研修」の「研修証明書」の発行を希望する方には、Google フォームでの出席確認等を

予定しています。 

 

【研修参加者へのお願い】 

•オンデマンド配信(後日のアーカイブ配信)は、参加申込者を対象として、第 1 部の講義部分のみご視聴いただけます（事 

例・グループワーク・質疑応答等は対象外）。 

•参加者への配付情報(Zoom 招待情報、資料ダウンロード URL 等)を、他者に教えないでください。 

•インターネットの通信環境が安定しているところからご参加ください。 

• Zoom の表示名は、あらかじめ登録者氏名フルネームに設定してください。 

本人確認ができない場合は、研修にご参加いただけない場合がございます。ご留意ください。  

•研修の録音・録画、写真撮影、画面のスクリーンショット等は行わないでください。 

•講演中は「ビデオオフ」「マイクオフ」にしてください。万一、音声が入るなどした場合には、 研修担当者がマイクをオフにする 

操作等をさせていただく場合がございます。 

•質疑応答等の時間にご発言の際には「ビデオオン」「マイクオン」にしてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本精神衛生学会ご入会の案内 

日本精神衛生学会は、科学技術の発展や社会環境の変化に伴い、さまざまな心のひずみや病理現象が

多発するようになったことの解明と対策を研究し、実践することをめざして 1985 年に結成されました。 

2024 年に結成 40 年を迎え、精神科医療、公認心理師、臨床心理士、保健師、看護師、教員、福祉

職など精神衛生に関わる多くの人々が当学会に所属し、さまざまな研究と実践を行っております。 

ぜひこの機会に入会のご検討や、関心をおもちのまわりの方々へのご紹介をお願いいたします。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の開催予定 

・第 4 回研修会(企画調整中) 

・2024 年 12 月 14 日(土)～15 日(日) 日本精神衛生学会 第 40 回大会(創価大学) 

http://seishineisei.gr.jp/nyukaip.htm 

日本精神衛生学会ホームページ 

入会のご案内はこちら  → 


